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第１０１回（令和７年度）草津市障害児(者)自立支援協議会 定例会                      

                      と  き   令和７年９月１９日（金）午前 9：30～ 

                                        ところ   草津市役所８階 大会議室 

Ⅰ. 全体会（第１００回）のアンケート結果                          （P1～6） 

                                                                           資料１ P２ 

Ⅱ． 草津市障害児（者）自立支援協議会                          （P7～39） 

部会等の報告                                報告者 

(１)相談支援部会                             おひさまはうす 中村               資料２ P３ 

(２)子ども支援部会                           発達支援センター 倉田              資料３ P４ 

 ・障害児相談支援事業所連絡会 

 ・医療的ケア児の会議 

 ・放課後等デイサービス事業所連絡会 

 ・児童発達支援事業所連絡会                                                                                    

課題別懇談会                                  報告者                                     

（1）「にも包括」の推進のための検討会            基幹相談支援センター 片岡         資料４ P５ 

（2） 生活介護事業所における行動障害を 

呈する人の支援者懇談会       基幹相談支援センター 片岡         資料５ P６ 

(3) 移動支援や日中一時支援事業の 

実態把握からの検討（懇談会）       基幹相談支援センター 片岡         資料６ P８ 

(４) グループホーム設置事業者懇談会          ＊次回開催は、12月～1月頃を予定   報告事項無し                              

    (５) 重心（医療的ケア含む）障害児者    

の入浴機会のモニタリング    ＊3月定例会議にてモニタリング内容報告  報告事項無し                     

    (６) 障害者差別解消支援地域協議会の検討会         障害福祉課 山元             資料７ P１０  

       

Ⅲ．（湖南地域障害児（者）自立支援協議会            報告者 

（1） 連携会議 （基幹相談支援センター連携会議）  基幹相談支援センター  中村                                                       

    （２） 進路部会                              ＊10月 3日開催予定               報告事項無し 

    （３） 重症心身障害児者 

・医療的ケア児等支援推進チーム         発達支援センター 倉田              資料８ P２１ 

    （４） 行動障害支援ネット                      基幹相談支援センター  片岡 

    （５） 作業部会                              基幹相談支援センター  片岡        

    （６） 就労選択支援事業に向けた検討会          トピックにて                        

                                                                          

Ⅳ． トピック  

    就労選択支援事業について                                                     資料９  P２２ 

             講師  働き・暮らし応援センターりらく  河尻様  

 

Ⅴ.  事業所・活動紹介（パンフレット等の配布）                                         資料１０ P３０～ 

 

次回の草津市障害児(者)自立支援協議会の日程（令和７年度） 

 

 

 

 

開催日       令和 7年  １１月 1４日（金）   

時  間            9：30～11：30  

場  所       草津市役所 8階大会議室 
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令和７年７月１８日 草津市障害児（者）自立支援協議会（第１００回定例会アンケート）  

まとめ 

 

                                      ＊回答数 2８名/参加者７７名  

                       (内グーグル ６件) 

● 所属について （重複回答有） 

  

 

 

 

 

 

 

● １ 前半の報告を受けて協議会の活動を理解できましたか？ 

 

 

 

 

 

● ２ 本日の後半のトピックの内容についての意見 

(テーマ:障害者差別解消支援地域協議会について) 

 

 

 

 

 

● ３ 意見 

 

・ 行動障害についての研修に参加したいです 

・ 報告よりも、各課題発生の要因や背景、対策を主とした話を希望します 

・ 差別の具体的内容とその対応を具体的に知りたいです 

 

 

・ 初めての参加でしたので、わからないことが多すぎて話についていけませんでした。大切なことなので、がんば

って知っていきたいです 

 

・ 早く終わってよかったです。 

 

・ 今後も可能な限りで短い時間の方がありがたい 

 

・ 他の事業所との会議のこともあると思いますが、時間を 10:00～12:00にならないでしょうか 

 

・ 資料が多すぎたり、文字が小さかったり分かりづらい 

 

・ 文字が小さくて読めない資料があって困りました。もう少し読める大きさにして欲しいです 

 

 

 

 

 

相談支援事業所（者） ５ 福祉サービス事業所（者） １４ 

保健・医療関係機関 ２ 教育関係機関 2 

就労関係機関  権利擁護関係機関  

当事者団体  関係行政機関 ３ 

その他（相談支援機関）  その他（隣保館）  

その他（無記入）  無記入 ２ 

１ よく理解できた ２ ２ 理解できた １３ ３ まあまあ １０ 

４  あまり理解で

きなかった 

２ ５ わからなかった １  無記入  

１ よく理解できた ４ ２ 理解できた ７ ３ まあまあ １４ 

４  あまり理解で

きなかった 

２ ５ わからなかった １  無記入  

資料 １ 
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R７年度 草津市自立支援協議会 部会活動報告  

部会名 相談支援部会   （会 場）草津市立障害者福祉センター 報告者 中村 順子 

部会長 中村（おひさまはうす） 

副部会長 石本（はたらこっと） 

構成機関 

 

アザレア、栄寛、大地、ケセラセラ、ディフェンス、はたらこっと、風、ぽアソ、ほっとココ、歩歩、わかた

け、おひさまハウス、風彩、クロスロード、 ビバーク、りんくる、草津市発達支援センター、  

草津市障害福祉課、草津市立障害者福祉センター、基幹相談支援センター 

事務局 草津市基幹相談支援センター（中村・片岡） 

今年度のねらい 
●地域課題の共有と検討、情報共有                                                         

●ケース支援に関する課題の解決等を事例を通して検討する。 

回数・開催日時 年間 6回開催 （開催時間はいずれも 13：30～15：30） 

【第３回】 

８月２０日（水） 

〇参加数：２１名 

〇参加機関数： 

１２事業所 

（機関） 

〇欠席： 

６事業所 

 

【内 容】 

前半（13:30～14:30） 

【情報提供】 

草津市から 

●就労系サービスの在宅での利用について見直し 

●緊急通報システム事業の案内 

●障害児福祉手当・特別障害者手当の案内 

●日中一時支援事業の利用緩和について 

●避難行動要支援者登録制度について 

後半（14:30～15:30） 

・事例検討 

  ・事例提供 わかたけ 中原相談員 

（事例） 自殺企図、自傷行為のある 17歳（9月に 18歳）の方で、グループホーム利用等

希望があるものの、どのようにマネージメントしていけばよいか悩んでおられ、事例

提供があった。 

＊卒業後に自殺企図・自傷行為・進学・グループホーム利用・その場合の金銭的な課題

などある中、どのあたりからアプローチすべきか・・・検討希望 

【課題】 

＊一般相談的な対応が必要な案件が多くなっている上に、支援に繋がらないケースもあ

ることに経営面にも影響があるケース。 

 

 

相談員サロン（障害者福祉センターと ZOOMのハイブリット開催 

日   時 参加者 主な内容 

【第３回】 

７月２３日（水） 

１２：００～ 

   １３：００ 

７ 人 ・発達支援センターから、障害児計画相談支援事業所に対し、児童支援事業所等説

明会へのブース参加希望を聞き取られた話題。 

・就労選択支援事業の進捗状況等の話題。 

⇒ 9月の説明会の情報提供 

【第４回】 

８月２８日（木） 

１２：００～ 

   １３：００ 

7 人 ・就労選択支援事業の進捗状況等の話題。 

・計画相談の依頼を受けるも、一般相談的関りのみで福祉サービスに繋がらないケ

ースの疲労感や経営圧迫についての意見交換など。 

資料 ２ 
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令和７年度こども支援部会 

 

 

◆関係会議 

（１）草津市放課後等デイサービス事業所連絡会 

【目的・内容】 

市内事業所の横のつながりを深め、質の高いサービス提供を進めるため交流会と研修会を

実施        

【参加機関】市内事業所 

 

 

〇情報交換交流会 

日程 内容 

第３回 

（９月１２日） 

・草津市午前５時間制草津プランについて学校教育課より説明 

・放課後等デイサービス事業所説明会の打ち合わせ 

 

 

〇研修検討会議・研修会 

日程 内容 

第２回研修会 

１０月２０日 

（予定） 

・湖南圏域行動障害ネットの研修会（強度行動障害について） 

放課後等デイサービス事業所や生活介護事業所も参加予定。 

 

 

 

（２）医療的ケア児等支援推進協議会 

【目的・内容】 

医療的ケアの必要なこども等への支援について、保健、医療、福祉、教育等の関係機関

の連携を推進するため開催 

【参加機関】 

滋賀県障害者自立支援協議会、訪問看護ステーション、滋賀県重症心身障害児者・医療

的ケア児等支援センターこあゆ、放課後等デイサービス事業所、基幹相談支援センター、

草津保健所、市関係課（幼児課、児童生徒支援課、障害福祉課、発達支援センター） 

 

 

日程 内容 

第１回 

（９月２日） 

・医療的ケア児等コーディネーターの活動報告 

・今後の取り組みについて 

 保健部門（子育て相談センター）との連携強化、市内小 

中学校への医療的ケア児等コーディネーターの周知等 

 

 

 

 

 

資料 ３ 
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資料 ４ 
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資料 ５ 
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令和 7年 9月吉日 

草津市長 

  橋川 渉 様 

                            

                                               草津市障害児（者）自立支援協議会 

                                              課題別懇談会  

移動支援や日中一時支援事業の実態を把握からの検討（懇談会） 

                            

 

日中一時支援実態把握アンケートからみえる 

                 地域生活支援日中一時支援事業への提言書 

 

移動支援や日中一時支援事業の実態を把握からの検討（懇談会）では、草津市地域生活支援事業日中一時支援登録

事業所として支援上抱えている課題を事業所間で共有し、集約することができました。 

今回それをもとに以下のように提言いたします。 

 

    

1 日中一時支援事業実施要綱の改正と報酬の見直し、草津市障害福祉サービス事業所家賃補助金交付要綱の対象

事業所見直し改正か新たな家賃補助制度創設が必要である。 

・地域生活支援日中一時支援事業要綱は、平成 29年 4月 1日以降見直しがされていない。 

国事業は 3 年・2 年ごとと定期的な見直しが定まっている。地域生活支援事業においても 3 年ごとに行われる障

害福祉サービス報酬改正に合わせて、要綱や報酬の見直しと草津市障害福祉サービス事業所家賃補助金交付要綱

の対象事業所見直し改正か新たな家賃補助制度創設が必要である。 

 

2 地域生活支援事業にもコーディネート機能体制が必要である。 

・草津市に住む障害のある方が、地域生活支援事業の目的に沿った適切な支援を受け、地域資源を活用しながら、

いきいきと地域生活が送ることができるよう地域生活支援事業にもコーディネート機能体制の創設が必要である。 

 

3  障害のある方が、日中一時支援事業所以外にもアフター5を過ごせる場所が必要である。 

     ・家族の就労支援や休息、障害者の活動の場の確保、活動見守りの場として日中一時支援事業利用が進んでいるが、

障害のある方のアフター5を過ごせる場所作りの検討が必要である。 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ６ 
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日中一時支援事業所懇談会における課題のまとめ 

 

1） 草津市日中一時支援事業の報酬が低くて困っている。 

・日中一時支援 16時～2時間支援を行い終業 19時とした場合、支援員は 3時間勤務となる。 

日中一時支援事業 2 時間未満利用時間 2500 円の報酬に対して、3 時間分の人件費がかかる。それ以外にも運

営費・水光熱費等支出がある中で物価高騰が止らず、事業所運営には厳しい状況がある中での支援になっている。 

今年度の滋賀県最低賃金は、1017円であるが、来年度最低賃金を全国平均 1112円に改正された場合、人件費

捻出さえも難しい状況が起き、日中一時支援事業継続が難しい経営状況に陥ることが予測されることから、早期に報

酬の見直しが必要と考える。 

まずは、2時間未満の報酬を 5000円に、2時間以上の報酬に関しても見直しを期待する。 

 

・日中一時支援事業所の大半は、障害福祉サービス生活介護・就労継続支援 B 型事業所が併設されているが、単独

事業として運営されている事業所もある。 

その事業所では、5名程度の方が 3時間程度、送迎も含めて支援をされている。併設事業と単独事業と区別された

報酬体制や加算制度が必要ではないか。また、事業所を賃貸物件で運営されているため、月々の固定費（家賃他）の

捻出が難しい状況がある。 

草津市には草津市障害福祉サービス事業所家賃補助金交付要綱があるが、地域生活支援事業所は対象外となっ

ている。単独事業運営されている事業所に対して、安定運営のための家賃補助金交付要綱の見直し改正か新たな家

賃補助制度の創設が必要である。 

他市をみてみると大津市に「大津市社会的事業所等用地等賃貸料補助金交付要綱」があり、社会的事業所が賃

貸している土地や建物への補助金交付制度が整っている。このような制度があることは、社会的事業所として単独事業

として運営頂ける事業所が増えることにつながり、利用者にとっては、地域での居場所が増え、余暇の充実が進むこと

になる。 

 

・地域生活支援事業運営について、草津市は委託事業所任せとなっている面があり、不登校や引きこもりのある家庭

への支援などニーズに沿った現状把握が必要になっているのにもかかわらず、地域生活支援事業要綱は、平成 29 年

4 月 1 日以降改正されていない。医療福祉・介護の国事業は 3 年・2 年毎と定期的な見直しが定まっている。草津市

地域生活支援事業においても、3 年毎に行われる障害福祉サービス報酬改正に準じて、要綱や報酬の見直しを行う必

要があるだろう。 

 

2） 地域生活支援事業において利用者と事業所とをつなぐコーディネート機能があるとよい。 

地域生活支援事業においては、相談支援専門員によるコーディネート機能は薄い状況がある。 

相談支援事業（一般相談・特定相談）利用の有無もあり、地域生活支援事業の評価、課題抽出や実態把握が難

しい現状がある。支援内容については、委託事業所が要綱の目的に沿って適正実施されている反面、各事業所で

様々な課題を抱えながらも支援継続をされている。個々の利用者ごと支援過程の上でも関係者間連携の必要制は感

じているが、連携の困難さが課題になっている。 

草津市に住む障害のある方が、地域生活支援事業の目的に沿った適切な支援を受け、地域資源を活用しながら、

いきいきと地域生活が送ることができるよう地域と利用者・支援者とつなぐコーディネート機能体制の整備が必要で

あろう。コーディネート機能により支援連携や地域資源創生につながることが期待されることから、その活動に伴う報

酬等の検討もすべきである。 

 

3） 日中一時支援事業所以外にも余暇活動ができる場が充実するとよい。 

家族の就労支援や休息、障害者の活動の場の確保、活動見守りの場として利用が進んでいるが、障害のある方のア

フター5を楽しむ場所が日中一時支援事業所以外にも多数あることが、豊かな社会参加につながると考える。障害のあ

る方が、自分らしく余暇活動が楽しめる社会資源の開発整備が必要である。地域活動支援センターや専門機関の交流

スペースの活用など、障害のあるご本人が、自己選択・自己決定で社会参加につながる資源開発が望まれる。 

 

以上 
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資料 ７ 
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湖南地域障害児（者）自立支援協議会 重度障害者部会 

重症心身障害児者・医療的ケア児等支援推進チーム 

 

【目的・内容】 

重症心身障害児者・医療的ケア児等が住みなれた地域で健やかに成長発達できるための

効果的な取り組みを検討し、支援を推進するため支援推進チームを設置する。 

【参加機関】（事務局：重症児者相談支援センターびわりん、湖南４市障害福祉課、草

津市発達支援センター、草津保健所） チーム会議には事務局に加えて訪問看護ステー

ション「オリーブ」、「ちょこれーと。」、「かたつむり」、障害福祉サービス事業所アシス

ト Nicoぱせり、通所支援事業所 YELL、草津養護学校、野洲養護学校 

 

日程 内容 

第２回 事務局会議 

（８月６日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇医療的ケア児の通学に係る保護者支援事業の拡充案につ 

いて  

・特別支援学校に加えて市内の小中学校に通う児童生徒に 

ついても対象にできないか検討。 

〇医療的ケア児等総合支援事業を活用した他市の取り組み 

について 

・医療的ケア児の外出支援や家族のレスパイトのため、同事 

業を活用した他市の事業について情報共有 

〇シンポジウムの開催について 

・重症心身障害児者・医療的ケア児等支援推進チームの取り 

組みの報告 

・通学支援等のテーマについてパネルディスカッションの 

実施について検討 
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